
地域の皆さんにお届けしたい情報や地域福祉コーディネーターの活動などをご紹介します！ 

  
  

  

今月号は、武蔵村山市社会福祉協議会が昨年度から取り組む２つの居場所づくり「不登

校・ひきこもり家族会立ち上げ準備会」「子ども食堂」の最新状況をお伝えします。 
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当事者にとって自宅以外の「居場所」となるように… 

  

手づくりのごはんと安心して過ごせる場所に！ 

  

 ６月１４日（金）に家族会立ち上げ準備会を

市民総合センター２階会議室にて実施しまし

た（参加者１３名）。教育・保健・障害者・高齢

者の相談員や民生児童委員等の支援者にも関

心を持っていただき、ご参加いただけました。 

当事者家族からは「こんな会を待っていた」、

たくさんの参加者から「とくに親の立場での話

が聞けてよかった」と感想がありました。 

今後も、生きづらさを抱えている一人ひとり

に寄り添い、安心して人とつながる居場所づく

りを当事者、支援者とともに続けていきます。 

▲配布した資料の一部。次回は９月８日

（日）に、対話交流会 in 福祉まつりを実

施予定。今後も NPO法人楽の会リーラスタ

ッフ及び市内在住の家族会員のかたに協

力いただき活動していきます。 

こども食堂の立ち上げ支援をしていた団体がいよ 

いよ７月 13日（土）にオープンします。団体名は「こ

ども食堂パプリカ」さん。この日に向けて、市内や近隣

市のこども食堂の視察を重ね、チラシの配布、ホームペ

ージの開設、助成金の申請等、動いてきました。 

活動は、毎月第２土曜日の予定で、会場は市民総合セ 

ンター２階の調理実習室、時間は正午～２時。参加費は

300円です。問い合わせは、代表の長潟（なががた）

さん：電話 042-564-0766へ。 

 

▲スタッフの渡邊さんが作

った案内チラシと社協マス

コットキャラクターここり

んのぬいぐるみ。 


